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特集 電気の安定供給を支える“次の司令塔”
日本初巨大プロジェクト「次期中給システム」の開発と全体像について
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絵：荻野千佳

次期中給がもたらす価値

次期中給システムの完成は、当社と社会の双方に大きな価値をもたらします。
当社にとっては、設備のスリム化によるコスト削減や業務プロセスの見直しにより、少人数でも
安定して運用できる体制づくりが進みます。効率化に加え、将来を見据えた持続可能な運用基
盤の構築にもつながります。社会に対しては、再エネ出力抑制の回避を通じて再生可能エネル
ギーの導入拡大とCO2排出量の削減に貢献します。さらに、全国の低廉な電源を有効活用する
ことで、調整電源費用や託送費の抑制にもつながり、効率的で持続可能な電力供給の実現に
寄与します。

日本の電力の未来を、共につくる

次期中給システムの開発は、日本全体の需給運用を支える社会インフラを形にする仕事です。
電力の安定供給と再生可能エネルギーの活用拡大に貢献できる、やりがいの大きな取組みです。
あわせて、北陸エリアの系統運用を担う次期制御システムの開発も進めています。AIなどの新技
術も取り入れながら、未来を見据えたシステム構築を目指しています。日本の電力の仕組みを
もっと良くしたい。社会インフラを支えるスケールの大きな仕事に関わりたい。そんな思いを持つ
方と共に、未来の電力制御システムを築いていきたいと考えています。
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次期中給システム2032年度運用開始に向けたスケジュール

2023年度
提案依頼書策定
ベンダー（業者）決定

■ 当社にとっての意味・意義とは

送配電システムズ合同会社
【北陸電力送配電公式YouTube】
日本の電力システムを進化させるビッグプロジェクト！
次期中給システムの開発業務に迫る

地域の運用知見の活用について

北陸電力送配電は、これまで地域の電力需給を安定的に支える中で、地域特性に応
じた運用知見を蓄積してきました。例えば、発電設備の特性を踏まえた需給調整や、
季節・気象条件に応じたきめ細かな対応など、現場で培われた知見は非常に貴重で
す。次期中給システムでは、こうした地域ごとの知見を持ち寄り、全国で活かしていく
ことに大きな意味があります。北陸電力送配電の知見を取り入れることで、より実態
に即した、柔軟で実用性の高いシステムづくりにつながります。

全国の安定供給の貢献について

北陸電力送配電にとって次期中給システムへの参画は、北陸エリアの安定供給を守
るだけでなく、全国の電力安定供給に貢献する取組みでもあります。より全国で連携
した需給調整を行うことで、電力の余剰や不足に広域で対応しやすくなり、トラブル
時にも相互に支え合える体制の強化につながります。北陸電力送配電は地域に根ざ
した知見を全国に活かしながら、より強靭で安定した電力供給体制づくりに貢献でき
るという点に、大きな意義があります。

2032年度
本格運用開始

2031年度
運用評価開始

2029年度
各種試験

2026年度
詳細設計・製作

2025年度
基本設計完了

0 40 5




